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戦時映画雑誌『満州映画』の日・満文版比較

ースターの表象を中心に一

李潤澤

1. はじめに

20世紀 30年代から 50年代まで、日本と他の東アジア諸国、とくに日本と中国両国の

間の衝突は戦争とその後の混乱というもっとも激しい形で世界の歴史舞台に現れた。それ

は、まだテレビも実験段階で、人々が映画館に集まり、ファン雑誌の映両スターに熱狂

し、スターイメージを通して未来を想像していた頃である。両文化の衝突と映両が密接に

関連していた時代だった。

本稿では、この時期に現れ、またたく間に消え去った戦時の映画雑誌『満洲映画』に注

目し、日文版と満文版の両バージョンで刊行された内容の比較分析を行う。特にそれぞれ

のバージョンでスターたちがいかに表象されたかに着目し、ジェンダー的観点から戦時日

中文化関係のなかでとりわけ重要な側面である満洲国での文化事情を考察したい。

だが、なぜ『満洲映画』なのか。理由は二つ。一つ目は、満州映画協会（満映）の映画

作品と思想が一体化していたこと。満映の広報誌としての『満州映画』は、満映の作品と

同じく、当時の満州国の権力者の中心的思想を文字の形で明確に記録した。すなわち、そ

の国策性によって生まれた統制性である。満州映画協会はそもそも国策の文化機関として

創立され、 闘満州映画』の日本人発刊者や編集者はこの国策性をいつも念頭に置いてい

た。一つ例をあげてみれば、 1937年 12月の創刊号満文版の扉のページに書かれた「発刊

辞」には、 「本協會負政府之大使命，本雑誌為協會之急先鋒，以誠懇之言論，｛専達國家之

期望…（汀満）、卜1映両 1』、 66) とあり、満映の映両作品及びその雑誌の政治性が明確に示

されている。二つ目は、満映の映両作品を超越していたことである。雑誌の創刊年の 1937

年は日中戦争の全面的勃発ー慮溝橋事変と同じ年である。すなわち、日中両国の衝突がも

っとも激しくなった時期に、この雑誌が『満州映画』は発行され始めた。雑誌の射程は映

画作品より広域で、満）,,,1国だけにとどまらず、北京や天津や上海や重慶といった中国全体

の映画事業への提言、ひいては思想工作に対する高い関心を示していた。このことは『満

小卜1映画』を満映作品の付属品の地位から引き上げている。
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そして、なぜスターなのか。雑誌に日を通せば、 「スタア」をめぐる記事の多さに気づ

く。スターは常に「同時代の象徴J (岡本、 19)である。とくに、オリエンタリズムの観

点では芸術作品では常に侵略側が男性、被植民側が女性として描かれる。 『満小卜1映画』の

女性スターの表象は、侵略国日本の植民地である満小卜1国に対するジェンダーの構造に密接

に関わっており、日本的オリエンタリズムの思想的世界では「満小卜1」に対する理想的規範

を提示していると思われる。

さらに、なぜ日文版と満文版の比較なのか。発刊の初期 (1937年 12月号＜第 1巻第 1

号>~1939年 8月号く第 3巻第 7号＞）に日文版と満文版の併行という時期がしばらく

の間続いた点は、この雑誌の「奇妙」なところである。この二つのバージョンは互いに言

語が異なるだけの同じ内容のものだったわけではなく、まったく別の記事が記載されてい

るのが普通であった。社会の欲望を直接的に反映していると考えられるスターに関する報

道にも明確な相違点があった。その同床異夢的実態の背後には、日中文化関係の極めて複

雑な性質が隠されている。

以下では、日中両バージョンが揃って復刻された 6ヶ月分 12冊（第 1巻第 1号～第 2

巻第 5号）を考察対象とし、比較分析をしながらそれぞれの特徴を明らかにする。さら

に、当時の社会の欲望を一身に集めた映画スターに対する報道を着目点として、その背後

にあるものを解読したい。それによって、当時の雑誌の発行側の意図や、満小卜1国における

日本人読者と中国人読者の内在的欲望の差異を解明し、ひいては戦時における日中の文化

関係について理解を深めることができればと思う。

2. 日文版と満文版の間には

2.1外銀の雰囲気の違い

『満州映画』の表紙は例外なく女性スターを表紙としている。このことは女性スターが

当時の満州映画界にとって極めて高い視党的重要さをもっていたことの証言であるといえ

る。それでは、各号のカバーを比較しながら見てみよう。

図1に示している通り、いずれの号も日文版と満文版の間には違いがある。タイトルの

色、背鼠の色、使用の写真、という三つの相違点が多かれ少なかれ存在している。

大きな相違が見られるのは、創刊号の第 1巻第 1号、第2巻第 4号、第 5号である。相

違が小さいのは、第 2巻第 1号、第 2号、第 3号である。それぞれ一つの例を取り上げて

分析する。まず、大きな相違が見られる第 1巻第 1号について。同じ女優（路明）である

が、服やメイクによって雰囲気は大きく変化している。日文版の方は、京劇の芸者に扮し

ていて、 1/4横向きである。それに対して、満文版の方はチャイナドレスを着ていて、読
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者と真正面に対面している 1。日文版の京劇扮装は、日本人の読者に向けて、中国独自の文

化のエキゾチシズムを感じさせたい気持ちがあるのではないだろうか。それに比べて、満

文版のチャイナドレスを着て、微笑んでいる女性の写真は、後ろのナンバーでもよく出て

くる常套タイプである。次に、相違が小さい第 2巻第 2号について。第 2巻第2号では、

この映画の表紙としては珍しいツーショットの写真で、両版の違いはただタイトルの字の

色（日文版：紫 満文版：赤）である。このツーショットの女性二人の服、表情と位置は

注目すべき点である。上の中国人少女は濃い緑のチャイナドレスを着ていて、画面の奥

にいる。下の日本人女性は明るい赤の着物を着ていて、画面の茄に位置している。服の色

日文版

図1

満文版

や二人の位置関係からわかるように、このツーショットでの日本人女性は中国人少女より

注意を喚起していると思われる。さらに、表情に注目してみると、日本人女性の目は中国

人少女の目よりずっと輝いている。日本人女性と中国人少女はまるで花と策のようであ

り、主役と脇役の関係に見える。カバーに載る中国人少女と日本人女性の二人の写真を通

して、日本人の満州国での自己認識的地位を表現していると思われる。以上の分析からわ

かるように、カバーは雑誌の雰囲気を定めるだけでなく、政治的意味が写真の隅々まで染

み込んでいると言える。

2.2分量と構成の違い

日文版と満文版は、表紙の雰囲気の相違にとどまらず、内容的な違いも明確である。具

体的な内容の分析に入る前に、両者の量的な相違について見てみよう。

1 ジアネッティは、俳優のカメラに対する角度が観客にりえる心郎的要素について論じている。（ジアネ

ッティ、 84)
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全体的な量の相違について。図 2は、考察対象としている 6巻のそれぞれの日文版、満

文版のページ数（右の数字）、および満文版に対する日文版の比率（左の数字）を示して

いる。日文版は満文版の倍以上の分量があることが分かる。具体的には、第 1巻第 1号か

ら第 2巻第 4号に至るまで、日文版の量はほぼ満文版の 2倍であり、第 2巻第 5号に至っ

て急速に 4倍まで増加した。つまり、同時期に発行された二つのバージョンの『満）小1映

画』において、日文版は満文版よりはるかに情報が多い。日文版は満文版よりどこが多い

のであろうか。

さらに、構成の相違について。第 1巻第 1号では、日文版には 4つのカテゴリー（①グラ

フ、②タイトルなし（内容は批評家の論説）、③紹介、④映画物語）があり、それに対しで満

一 日 一 満 今 日：満の比率

5
 

4
 

3
 

2
 

゜

110 

82.5 

55 

27.5 

゜図2

文版には 7つのカテゴリー（〇撮影、〇論壇、〇創作、〇歌曲、〇新聞、 e其他、〇法
令）がある。写真をメインとしている①と〇のページ数は同じで、違っているのは文字を

中心としている②～④と•~〇の部分である。すなわち、日文版は満文版と比べて文字が

主に版面を占めていることがわかる。そして、タイトルからもわかるように、満文版には

〇や〇といった創作的な内容が含まれているが、日文版の方は論述的な文章が中心であ

る。そして、そのページ数とカテゴリー数の逆転はほかの 5つの号ではこれほど極端では

ないにしても、傾向は同じである。

2.3カテゴリーの違い

両バージョンはそれぞれ特有のカテゴリーを持っている。日文版の「映画紹介」は満文

版ではないし、 「歌曲」や「蘭内文壇J (第2巻第2号から出てくる）などは満文版にだ
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け存在するカテゴリーである。 日文版が冷静な姿勢で外国映画や日本映画を満小卜1国民に紹

介しているのに対して、満文版の方はより娯楽的な面がある。

さらに、両バージョンを比べると、①グラフ（ほかの号では「写真特車月」、 「口絵」と

いう場合もある）と〇撮影（ほかの号では「写真」という場合もある）を代表とする写真

の部分と、②タイトルなしと〇論壇のような論説の部分が類似している。また日文版第 2

巻第 2号から新設された「映画随筆」や「エッセイ」は満文版の〇創作と類似している。

ただし類似したカテゴリーであっても、互いに相違するところも見られる。

まず、写真の題材は両バージョンの間に大きな違いがある。同月の日文版と満文版を比

較してみると、日文版の方は満）＼卜1国の資源（図 3)や少数民族である満族の少年（図 4)

に注目している。そこには、日文版に特有な開拓者的姿が見える。それに対して、満文版

図5(『満州映両 1』、 68) 図6(『満）小1映画 1』、 70)

の方は思い切り「映画雑誌」らしく撮影場（図 5)や映両スター（図 6)や満映の俳優募

集の試験に注目している。

また、日文版の論文は学術的な文章が大半を占めているのに対して、満文版の方は限ら

れた数のなかでも日本人が書いた文章が多い。例えば、第 1巻第 1号では、日文版には映

画監督近藤伊興吉など四人の書き手による「映画俳優学第一講J、 「映画監督学第一

講J、 「監督になったら」、 「満獨映画協定論J、 「北支事変映画撮影日誌」と題された
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五つの映画理論関連文章があるのに対して、満文版の方は日本人が書いた文章の翻訳文

「所望於我闊之映書」一つにとどまっている。その文章においては、映画の満小卜1国にとっ

ての重要性「考電影之妓力，深入人心，足以影響國民之思想道徳，在社會教育上，占極重

要之位置J (『満洲映画1』、 71)、さらに欧米と中国の映画を否定する論が展開されて

いるが、映画を比較的単純な政治レベルで議論することにとどまっていて、芸術レベルま

で届いていない。類似したことは日文版の「映画髄筆」や「エッセイ」と満文版の「創

作」を比較してもいえる。日文版の方は主に映画評論家が執筆した本格的な内容であるの

に対して、満文版の方は一般の観客や満映の俳優たちの論理性の低い文章もある。

2.4目標読者の違い

日文版と満文版のこうした相違は、日標読者が違っているためと想定できる。満文版の

方は一般の中国人読者を主要ターゲットとしていて、俳優の詩や一般読者からの投稿も時

には収められている。それに対して、日文版は一般の読者のほか、満朴I在住の日本人の映

画関係者たちや日本にいる識者を意識して原稿を集め、刊行している。つまり、日文版の

方は直接的に当時の日本人の植民地支配者の立場からの発信が見られる。違いが大きい日

文版と満文版ではあるが、実は一つの方向を目指している。日文版の方は現実の植民地を

舞台とする指導的言説を中心としているのに対して、満文版の方は中国人の口を通して語

る日本人の眼の中での理想の植民地像であるが、投稿した内容は日本人の発行者により選

別されてから載せられたにちがいない。すなわち、どちらも当時の日本人発行者にとって

の木直民地の在り様について語っているのである。こうした本質的一致が、第 3巻第 8号以

降の日満文版合併という展開に結びつくのではないかと思われる。

3. 『満州映画』にみるスターたち

スターは、映画を中心メディアとした時代において、社会の欲望を反映していた存在だ

といえる。以下では、 12冊 (6号x2) の考察対象をく探索期：第 1巻第 1号＞、く発展

期：第 2巻第 1号～第2巻第 5号＞、く成熟期：第2巻第 5号＞の三つの段陪に分けて、

スター関係の内容を取り出して、日文版と満文版の特徴について考察してみる。

3.1探索期において

創刊号を探索期と呼ぶ理由は二つある。まず、満映は創刊号を発行した頃、ニュース映

両以外、自産の劇映画は一本もなかった。満映の俳優訓練生も入学してからわずか一ヶ月

で、成熟した演技はまだ身についていない状態であった。そのため、スターに関する言論
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もほかの映画界（上海や日本など）に関する内容しか書けない時期であった。第 2巻第 1

図7(『満州映画 1』、 56) 図8(『満州映画 1』、 69)

号の日文版の「編輯

後記」で、 「創刊号

については、その発

刊を非常に急いだた

め、大方の反響と期

待に副ひえなかった

貼多く（『満州映画

1』、 149) と書かれ

ているように、雑誌

としてそれ自身、ま

だ読者の好悪を探索

中であったことを示

している。

創刊号の日文版のスターに関する内容は、雑誌の後半部分に載っている図 7が示してい

るわずか 1ページの写真である。この写真は当時の上洵映画界の紹斑華というスターで、

下にある記事は、彼女に関する批判的なゴシップである。

満文版の方では、紹の写真（図 8) は雑誌の目次の直後の部分に載せられ、批判的なゴ

シップの代わりに、もう一人の上海女性スターより優れた美貌を持っているという評価が

横に書かれている。同じ部分では、顧蘭君、胡蓉蓉など三人の大きなプロフィールも同時

に載せられている。また、すでに考察した両バージョンのカバー写真は同じ中国人少女の

写真を使っているが、満文版の方は目次に少女の名前を明記しているのに対して、日文版

の方はその少女の名前に一切言及していない。また、満文版の方には、スターに関する内

容として当時上海映画界の三人の映画スター白楊、李清、銚芋農の個人的なゴシップやほ

かの俳優の私生活を批判する内容も含まれている。さらに、雑誌の後半部分の「閾於「銀

星日跡」」という文章では、 「我｛門的演員，更不是像上海的為物質而犠牲色像的所謂明星

側，我｛門的協會，是負着政府的使命，我｛門的演員，都是王道教育下的高尚士女」 （『満洲

映画 1』、 76) と書き、上海の俳優たちは物質的な生活を中心としているために、私生活

の混乱を招いてしまったと指摘し、上海の女性スターを批判すると同時に、まだデビュー

していない満映の俳優訓諌生に方向性を指南している。
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3.2発展期において

第2巻第 1号（新年号）の巻末にある「編輯後記」の通り、雑誌の内容は創刊号からか

なり大きな変化があった。これが第2巻第 5号のような成熟した映画雑誌へと至る道のり

のきっかけとなった。そのため、ここでは第2巻第 1号から第 4号までを「発展期」と定

義する。

第2巻第 1号（新年号）からは日文版の方にはすでに大きな変化が見られる。スターに

関しては 1枚の写真十批判的な言説だけだった創刊号とは違って、 14人のスター（満映 9

人十日本映画界 5人）の写真を載せている。満文版の方もほぼ同人数の 12人だが構成は

少し違っている（満映 7人十日本映画界 4人＋ドイツ映画界 1人）。文章の部分でも、日

文版の方は「スターダムを目ざす人々」と題する文章を掲載している。冒頭の一文に「躍

進する大陸文化の尖端を切って、将来の満小卜1映画を両肩に担ふ、選ばれたスターの卵たち

四十六名の男女演員訓練生が、睛れの満映・演員訓純所入りをしてから、早くもニヶ月に

近くなる…」 （『満洲映画 1』、 118) と書かれているように、満映自身が養成してきた

スターたちがいよいよスクリーン上で見られるようになって、満映のスターシステムは開

始のスイッチを捻るようになったと日文版ば情熱を込めて報道している。ここに出てくる

「スターの卵」という言葉に注目したい。この言葉の選択には、意識的・無意識的にかか

わらず、書き手には中国人俳優を育成する親の姿勢が見えるからである。それに対して、

満文版の方は「園内文壇」というコーナーを設けた。そこには、満映の俳優たちが書いた

詩が掲載されている。もう一つの「毎期一星」というコーナーでは、名前の通り、満映の

俳優を「卵Jではなくて「星（スター）」として紹介している。この二つのコーナーは後

の号でも継続した。ここには中国人の一般の観客に向ける満文版の親しい態度が表されて

いる。さらに、第2巻第4号から「廣播室」というコーナーが新設されて、満映のスター

たちの日常生活を記録している。面白さが増加している一方、スターと呼ばれている俳優

たちの神秘性は弱まっている。

3.3成熟期の始まり

第 2巻第 5号は日文版の分量・内容の倍増によりその後の『満HI映画』のスタイルを確

立した号であり、その意味で成熟期の始まりと定義できる。この号がそれまでの号と最も

変わった部分は、日文版で満映の日本人監督が自分の映画に出演した中国人俳優たちにつ

いて語る三本の文章があり、満文版の方では「満華明星座談會」という記録文が掲載され

たことである。いずれも斬新な形であり、日文版の方は日本人権力者である監督の指導者
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的な姿をさらに明確にしている。満文版の方は、創刊号の時の中国上海の映画スターを批

判する態度から逆転し、彼らに友好的な態度を示している。

3.4日文版と満文版の独自のスタイル

以上に分析した通り、探索期から発展期を経て成熟期の始まりに至るまで、日文版と満

文版はそれぞれ独自のスタイルを確立した。日文版の方は、最初はスターに対する関心が

薄かったが、次第に写真を通してスターを紹介することが増え、スターになろうとしてい

る人たちへの教育的言論が中心であった。俳優たちを「スターの卵」とみなし、 「親」と

しての態度がうかがえる。満映の俳優をスターと呼んでいるが、未熟な少年・少女のよう

に扱い、スターではないように見える。満文版の方は、訓練生の日常や俳優の自作の詩を

掲載する形を通して、満映のスターを重視する一方、彼らのスターになる前の生活やスタ

ーになるための努力を紹介することを通して、脱スター化もしていて、誰でもスターにな

れるという全民スターの幻想を作りだそうとしている。

4. まとめ

以上、映画雑誌『満小卜1映両』の歴史から入り、日文版と満文版の総括的な相違を分析

し、スターに関する内容の分析を中心にして、その背後にある文化的力関係を考察した。

『満），卜1映両』は一つの映画雑誌を超え、戦時日中文化関係を観察するために重要な意味を

持っている第一次文化資料である。 「五族協和」や「日満親善」といった平等を追求して

いるようなスロガーンが叫ばれていたとしても、満洲国は実際には政治的・文化的不平等

な木直民地であったのであり、 『満州映画』の二つのバージョンの間に存在している重大な

相違は、その文化的事実を暴露している。それは特に当時社会の欲望を一身に集中してい

たスターを扱う場合に明らかである。一言でいえば、目標読者の相違によって、日文版の

スターに対する指導者的な姿に対して、満文版の方は一般の中国人に向けて全民スターの

雰囲気を作りだそうとしている。そこにこそ、映画を文化的な武器として使おうとしてい

た木直民地社会の不均衡な文化的事態が映し出されているのである。
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